
内容： 

 この研究では，可視光通信の一つとして，LEDパネルとビ
デオカメラを用いた情報伝達手法について検討している．こ
こでは， LEDパネルに表示する２次元パターンとして，AR
マーカ，QRおよびマイクロQRコードを用い，それらを撮影し
た画像から，自動的にパターンを識別する手法について提
案している． 

 実験においては，ビデオカメラを装備した無線操縦ヘリコプ
タを用いて，LEDパネルの画像を撮影し，それらの画像から
パターン中の情報を抽出すること，および，撮影画像を用い
て，LEDパネルからヘリまでの高度を計測した． 

 実験結果から，ARマーカは，ほぼ100%正確に識別すること
が可能であった．また，マイクロQRコードは，50%以上の識別
率であった．しかしながら，QRコードは，パターンを構成する
セルが小さく撮影されるため，ほとんど識別することができな
かった． 

 今後は，QRおよびマイクロQRコードの識別率を向上させる
ため，LEDパネルの構成を改良するとともに，ヘリの飛行支
援を行うため，処理速度の向上が必要であると考えている． 
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コンタクト不良 

図１ 実験の様子 

図２ 撮影画像とLEDパネルの検出 

(a) AR マーカ 

(b) QR コード 

図３ パターンの補正画像 
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